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６校

５１校

29年11月(小中学校別開催）
学力育成に係る協議会

参加者の声（大多数）

・解答類型の分析はとても有効である

・この会をもっと早くすべきである



６校

５1

解答類型を用いて分析をした学校

全教職員で分析をした学校

市教委作成のプレゼンテーション
データを利用した学校

9月までに分析を終えた学校

36校

29校

51校

38校

３０年８月上旬(小中学校別開催）
学力育成に係る協議会



効果を上げるための工夫
３つのキーワード

演習型

協議会

共 有



平成30年度
5

演習１ 正解は何度で、子どもたちはどんな誤答が多いかとなりの人と話し合っ
てみましょう。



6

全国 松江 自校

58.5 64.9

25.5 21.0

3.9 3.1

4.3 4.1

2.6 2.9

1.4 0.8

0.6 0.3

1.1 1.2

0.7 0.7

1.5 0.9



大切なのは…演習型にすること

みなさん、自分の学校はどんな様子なのか？気になりますね？

「では、自分の学校の反応率を見て全
国や松江市の反応率と比較してくださ
い」

「他校の先生と話し合いましょう」



8

学校間の誤答の格差がある（あたりまですが）

学年の２割～４割の児童が１１０度をそのまま読む子がいる

１８０度以上がとらえられていない子が１割ぐらいい
る

１８０度+１１０度にしてしまう、２７０度以内と予想
できない子が１割いる

分析＝授業改善の視点



効果を上げるための工夫
３つのキーワード

演習型

協議会

共有
他にもたくさんのしかけをしましたが・・・



ご清聴ありがとうございました

最高の指導主事は教師の心に火をつける！

次なる目標はＳＰ表を定着させる！（準備中）


